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チンギス・ハーンの少年時代を描いた演劇脚本について

――二種類の『ビチャガン・バートル・テムージン』――

楊　　　海　英
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2000年９月８日，私は内モンゴル自治区の首府・
フフホト市で著名な文化人オーノス（1929～？　故

人。写真１）に会った。いつものようにインタビュー
をし，彼が所蔵している手写本類やその他の貴重
な文献を見学した１。その時，『ビチャガン・バー
トル・テムージン（Bičaɣan baɣatur Temüjin ）』とい
う演劇の脚本を二種類，手に入れることができた。
ビチャガン・バートルとは，モンゴル語で「小さ
な英雄」を意味し，テムージンはかのチンギス・
ハーンの本名である。分かりやすくいえば，「リト
ル・ヒーロー・テムージン」とでも表現できる脚
本で，チンギス・ハーンの少年時代を描いたもの
である。

オーノスによると，この演劇用の脚本はモンゴ
ル語手写本の形でオルドスのハンギン旗衙門

（Qanggin	qosiɣun-u	yamun）に保管されていたとい
う。オルドスの七つの旗はどれも多くの档案や手
写本など第一次資料を保管してきたが，ハンギン
旗とジュンガル旗以外はほとんど中国共産党によって燃やされた２。オーノスは1951年にハンギン旗衙
門を訪れ，当時既に人民政府と改称された役所で多くの文献を集め，当事者の証言を記録したそうであ
る。

オーノスが手に入れた写本は毛筆で白い麻紙に書かれたものであったという。その後，1960年になり，
オーノスが自治区文化局に務めていた際，部下に渡して謄写版で印刷し関係者に配布した。二年後の1962
年はチンギス・ハーン生誕800周年という節目の年で，モンゴル人民共和国と内モンゴル自治区の双方	
	

１	 私はオーノスが保管していた古い写本類を整理し，公開している。詳しくは楊海英編『オルドス・モンゴル族オーノス
氏の写本コレクション』（国立民族学博物館・地域研究企画交流センター,	2002）参照。尚，この時のインタビューについ
ては，フィールド・ノート『オルドス・三十五』（No.2037）に記録している。
２	 中国共産党による文化破壊については，楊海英著『モンゴル草原の文人たち』（平凡社,	2005）参照。

写真１
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で盛大な記念行事が予定されていた（写真２）。しかし，
モンゴル人民共和国はソ連の圧力を受けて行事を中止せ
ざるを得なかった。内モンゴル自治区でも記念活動は限
定され，準備していた演劇も上演できなかった３そうで
ある。この1960年の謄写版を私はテキストA（大きさ19.5cm

×26.5cmの薄い工業要紙）と呼ぶことにする。
1966年から文化大革命が発動されると，オーノスは

「民族分裂主義者」とされ，数年間にわたってリンチさ
れ，保管していた手写本もトイレに捨てられた４。運よ
く残った一部の写本をオーノスは更に書写して広げよう
として人々に配布していた。そこで生まれたのが，テキ
ストB（B5サイズの内蒙古人民出版社の便箋）である。つま
り，テキストBは手写本を複数の人の手によって書き写
されたものである。テキストAもBも同じ祖本から生ま
れたものである。

テキストAのコロフォンは以下のようになっている。

『元』という大モンゴル国の秘密なる歴史から脚本化し
た。人民革命党本部より公開（Yüven	kemekü	Yeke	Mongɣul	

Ulus-un	niɣuča	teüke-eče	jöčüg	bolɣan	jokiyabai.	Arad-un	Qubisqaltu	

Nam-un	töb	qoriyan-ača	neyitelebei.）。

オーノスがハンギン旗の当事者たちから聞いた話では，
脚本は1926年８月以降，即ち内モンゴル人民革命党が本
部とその武装勢力をオルドスに移転してから創作された
ものであるという。従前の研究によると，内モンゴル人
民革命党は1925年10月12日に内モンゴル最南端の都市，
ハーラガこと張家口で結党された。その後，コミンテル
ンとモンゴル人民共和国からの指示により，以前から民
族主義の思想が定着し，独立運動の機運が高かったオル
ドスに移転した。1926年10月になると，オルドス全体で
34の党支部が設置され，4000名もの党員（写真３）を擁
し，二個連隊（団）の軍を指揮するまでに発展した５。脚

写真２　モンゴル国東部ダダル地域に立つチン
ギス・ハーン碑。1962年の記念行事の一環とし
て建立されたものである。2019年１月撮影。

写真３　内モンゴル人民革命党員証明書。オル
ドスのウーシン旗から収集

３	 社会主義の中国におけるチンギス・ハーンの政治利用については，拙著『チンギス・ハーン祭祀――試みとしての歴史
人類学的再構成』（風響社,	2004:	304-306）を参照されたい。また，同じ1962年のモンゴル人民共和国におけるチンギス・
ハーン記念活動と弾圧については，島村一平著『憑依と抵抗』（晶文社,	2022:	148-177）に詳しい記述がある。
４	 オーノスが文化大革命中に受けた暴力については，楊海英著『墓標なき草原――内モンゴルにおける文化大革命・虐殺
の記録（下）』（岩波現代文庫,	2018）参照。
５	 Sačuraltu,	Ordus-un Qubisqal-un Teüke	(degedü),	Öbür	Mongɣul-un	Arad-un	Keblel-ün	Qoriy-a,	2004,	p196.	ボルジギン・
フスレ著『中国共産党・国民党の対内モンゴル政策　1945-49年』,	風響社,	2011,	31-55頁。
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本のコロフォンにある「人民党本部」とは，オルドスに移転してきた内モンゴル人民革命党本部を指す。
同党本部は長いことウーシン旗西部のシャルリク（Šarliɣ=Sira	Elige）寺に置かれ，シニ・ラマことウルジ
イジャラガルの指導するドグイラン（duɣuyilang）運動６と合流していた。言い換えれば，オルドスのド
グイラン運動のメンバーはほぼそのまま内モンゴル人民革命党に入ったのである。内モンゴル人民革命
党本部を張家口から包頭経由で移転してきたメンバーには，内モンゴル東部出身者が多く含まれていた。
「脚本はおそらくウーシン旗西部のシャルリク寺で書かれただろうが，実際に劇として演じられたかど

うかは不明だ」，とオーノスは証言する。
コロフォンにある「大モンゴル国の秘密なる歴史」とは，具体的にどんな年代記を指すのかについて

は，今後，更に研究する必要があろう。少年時代に苦難に満ちた生活を送り，大きくなってから分裂状
態のモンゴルを統一し，世界帝国を創った民族の開祖チンギス・ハーンの生涯を劇の形で民衆に広げよ
うとした目的は明確である。清朝末期から中国人の侵略を受けて弱体化した民族の団結を促し，中国か
ら独立させる為であったに違いない。

６	 トグイランとは，モンゴル語で円形や円陣を意味する。中国人の侵略に抵抗するモンゴル人たちはリーダーを守る為に
円形に署名していたことに由来する。
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テキストA
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テキストB
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